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生 涯 幼 稚 園 児



☆ Qubenaで「自分から学べる子」に

・ 一斉授業では理解に時間のかかる子のペース
（障がいのある子・外国籍の子も）

・ Qubenaを取り入れてからは、一人一人がじっくりと自分の
ペースで課題に取組み、自分が何を学んだか振り返り、自分で
まとめる。

→ 『自分で頑張った分だけ着実に身につく』実感

→ 子ども同士の学び（協働的な学び）が深まる

→ 自分に合った学び方が身についてきている



ハイブリッド な学び の構築

～ＡＩを最大限 に活用 した

個別最適・協働的 な学び の循環～



一人一人が、
自分の目標をもとに、
自分のペースで、
自分に合った方法による学び

タブレット
（AI）で！

プリントで！

好きな場所で！



ゆるやかな協働性に支えられた学び

～個別に、そして、時に協働的に～

インクルーシブ教育

～多様性の尊重、ともに学ぶ安心感～

障
が
い
の
あ
る
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子
も
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学 び を デザイン する
デ ザ イ ナ ー



☆ Qubena導入でもがき、突き抜けつつある教師

・ 教える時間、及び教材や資料準備の時間が減少
↓

・ 生み出された時間 ＝ 時間の余裕

→ じっくり学習指導要領、教科書を読む

→ さまざまな問題を解く

→ より教材研究の時間に充てられる

→

→



ホワイトボードの前で、立ちながら

「 考 え 、議 論 す る」

黒板を前に、椅子に座って、

先生の話を聞いて、

ノートを取る授業からの

脱 却



Qubenaによる
個々の児童生徒の学びの履歴

個別最適な学びを
教師がコーディネート

時間割

学習者と相談して
時間割を決める。

時間割

時
間
割
は
誰
の
も
の
か
？





義務教育学校
「大熊町立学び舎 ゆめの森」
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